The Lepidopterological Society of Japan 


C71 2 蝶 と 戯 LVol. XI 





ホン ボ シ キ チョ ウ の 再発 見 





大 塚 勲 ? 


Seccnd record of Eurema brigitta CRAMER in Japan By IsAo OrsoukA 


ホン ボン シキ チョ ウツ Eurema brigitta CRAMER か 日 本 で 
発見 され た の は 1955 年 の こと で , 発見 場所 に お いて 7 8 2 
9 が 採集 され た が か , 奇妙 に その 後発 見 され る に 至ら ず , 日 
本 より 再発 見 の 望み は 殆 の ん のど な いも の と 思わ れ て いた . 和 然 
る に 筆者 は , 本 秋 (1960 年 9 月 18H) 日 本 に お ける 唯一 の 
採集 地 九 州 唐津 より 遠く 離れ た 阿蘇 山 ( 困 蘇 町 的 石 ) に お 
いて , 偶然 に 1 8 1 を 採集 し た の で 報告 する . 8 は 展 次 
中 虫害 の た め 頭 胸部 を 失 つ た が , は 写真 の 通り 羽化 直後 
の 新鮮 に し て 完全 な も の で ある . 採集 当日 は 羽化 直後 と 邊 
われ る 新鮮 な キチ ョ ウ が 多く 飛ん で いた が , ツマ グロ キチ 
ョ ツ は 発生 始め た 許 り で , 数 頭 採集 し た 丈 で ある . その 後 
9 月 23 日 , 10 月 2 日 , 10 月 9 日, 10 月 16 日 の 4 回 に 豆 り 採 
集 地 附近 を か な り 広 範囲 に 調査 し た が , 本 種 を 更に 発見 す 
る こと は 出来 な か っ た ・. 本 種 の 採集 場所 は , 阿蘇 外輪 山下 
の 杉林 の 中 の 南 向 き の 陽 当り の 良い 山道 で 採集 地 近 くに カ 
ワラ ケツ メイ Cassia mimosoides LiNNE, var. nomame 
MAKINO の 小さ な 群落 が ある が , カワ ラ ケ ツ メイ より 幼 
中 , 政 等 は 発見 出来 な か っ た . 今回 発見 され た ホシ ボ シ キ 
チョ ツウ が 日 本 に 土 症 し て いる も の の 一 部 な の か ヵ 又は 純然 | 
こる 迷 蝶 な の か , 現在 断定 する こと は 困難 で , 今後 更に 調 Fig 1 Eurema brigitta CRAMER® (upperside) 
査 を 進め る 予定 で ある . 最後 に 平素 御 狼 切 な る 御 指 導 を 頂 Fig 2 Ditto (underside) Expanse 41mm 
き , 今回 は 更に 本 種 の 同定 並 に 写真 の 撮影 を 頂い た , 九州 大 学 白 水際 助教 授 に 深 甚 な 0 を 表し た い ・ 






































四国 産 シ ジミ チョ ウ 科 の 一 未 記 録 種 に つい て 
山 下 竹光 2 


On an unrecorded species of Lycaenidae from Shikoku, Japan 


By TAKEMITSU YAMASHITA 








1960 年 8 月 21 日 足 拘 半 島 中 央 部 に 位 す る 自 皇 山 (433m) で の 昆虫 採集 の 際 に 四国 で は 未 記 録 の アマ ミウ ラナ 
ミン ジミ の 1 8 を 採集 し た の で 報告 し ます . 採集 当日 の 山頂 は 相当 色 が 深く , 頂上 に ある 5 米 四方 仁 の 草原 と , 
其 の 周囲 の 樹木 の 外 は 全然 視野 が きか ず , 採集 は その た め , この 吉 の 中 より 時 々 飛来 する 蝶 の 採集 を 主として 行 
な われ , 前 種 の 採れ た の は , こう し た 採集 の 昼食 前 12 時 5 分 で あっ た . 

















1) 熊本 市 健軍 町 京 塚 8 2) 高知 県 土佐 清水 市 越 清水 小学 校 教員 住宅 








NII-Electronic Library Service 


The Lepidopterological Society of Japan 


1960] TYO TO GA C 72 ) 
集 品 を よく 見 る と , 裏面 の 斑紋 は 図鑑 と 照 し 合わ し て 同種 の 
思わ れる が , 次 表 ! RID 疑問 が あり, 九 大 の 白水 際 先 生 の 同定 
願 いし た が , 同種 $ に 相違 な いと の 御 返事 を 戴 い た の で 報告 
す . 測 発 表 と 共に 同 先生 の 御 指導 に 厚く 感謝 の 意 を 到 し ます ・ 
Nacaduba Rurava septentrionalis SHIROZU 1953 





























RY os 
% 穫 0 SN 





ご 


ー テ 


アマ ミウ ラナ ミ シ ジ ミ 

採集 品 は 少し 次 が 破損 し て いた が , 色彩 欧 弘 共に 大 体 旦 本 昆 虫 図 
久 ( 北 隆 舘 ) の 記載 と 一 致す る が , 次 表 の 色 が 保育 社 の 原色 図鑑 
の 8 る より は , ずっ と 黒 っ ぽ SO 
うに は っ きり し て いな い . 尾 状 突起 は 同じ く 細 挟 く 薩 神 3 公 で 末端 
白色 . 裏面 は 殆 ん ど 区 鑑 と 同様 の 殆 絞 を 有 し EN 
ける 墨 円 紋 も や は り 周 囲 が 黄色 で 黒 弘 の 中 に 所 々 青色 鱗粉 が ある . 
贅 の 開 張 26mm, 体長 10mm. 採集 地 高知 県 土佐 清水 市 
足 所 岬 採集 年 月 日 1960 年 8 月 21H 天候 圭 時 々 晴 東風 
採集 者 種田 保 穂 (清水 小 6 年 ) 




















三重 県 御在所 山頂 で キマ エ ュ ノ へ ハ を 採集 
大 沢 る り 子 》 


Eumaenas salaminia from Mt. Gozaisyo, Mie Pref. By RURIKO OsAwA 





1960 年 8 月 , 三重 県 , 御在所 山頂 附近 の 夜間 採集 で キマ 
エ ュ ノ ハ を 得 た の で 報告 する . (御在所 岳 は 1, 209m ) 

本 種 は , 北 隆 館 。 1959 年 発行 原色 昆虫 大 図鑑 の 記述 に 
ょ れ ば , 暖地 に 産 す る が 稀 で , 九州 (長崎 , 別府 等 ) 沖縄 
な ど で 若 干 と れ て いる に 過ぎ な い . 本 州 で も た だ 一 度 島根 
県 で 得 ら れ た こと が ある ・ 出現 期 は 詳し く 判 ら な い が , 7 
月 。11 月 で あっ て 。 OE OE 
台湾 , 支那 , 印度 南 太平 洋 諸島 と あり , 叉 緒方 正美 先生 
の お 説 に よれ ば , か っ て 四国 で も 得 ら れ た こと が ある 由 で 

今回 , 御在所 山頂 に お いて , 1 頭 (雌雄 の 別 不明 ) を 採集 

し た と と は 。 前記 島根 の 記録 以来 。 本州 で は 始め て で あり , 

且つ 採集 地 が 従来 知ら れ て いる も の より 人造 か に 東部 に 位置 

し て いる の で , 極め て 興味 深く 考え られ る . 以下 に 当日 の 
状況 を 簡単 に 記す . 採集 日 1960 年 8 月 15 日 場所 三重 
県 御在所 山頂 バン ガロ ー 採集 時 間 生後 11 時 頃 (夜中 
採集 光源 は 向 光 燈 20Wx2) 

当日 は 山頂 一 帯 日 没 前 後 よ り ガ ス に 包ま れ 気 温 低 下 し 
加 う る に 10 米 弱 の 風 が 吹き , 一 般 の ヤ ガ 燃 の 飛来 は 極め て ー 、 
少な か っ た . 午後 10 時 頃 よ り 雨 を まじ え , 気温 は 13” 前 後 キマ エコ ノム ヽ ( 約 7/10) 


スム 人 


に 低下 し て いた . 曽 前 記 の 外 に , ムク ゲ ュ ノ ハ 。 フ クラ スズ メス 等 を ゃ 採集 した. 
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